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令和４年 2月１４日
〔文責；校長 原 口 靖〕

３学期が始まってあっという間の一ヶ月半。もう２月も中旬を迎えました。コロナ禍が
続いていますが、授業や行事などの一つ一つをしっかりとやり遂げ、充実した学校生活を
送っています。ただ、１・２月に予定していた学習発表会は３月２日の参観日に実施する
ことにしました。また、参観者も限らせていただくことにしました。たいへん残念なこと
ですが、子どもたちも本番にむけてしっかりと練習に取り組んでいます。子どもたちのそ
の成果を楽しみにしていてください。
３学期もあと一ヶ月ほどになり、卒業・修了にむけて１年間のまとめ、そして、６年生

にとっては６年間のしめくくりの時期です。４月に立てた１年間のめあてはしっかりと守
れてきたでしょうか。自らを振り返り、残りの期間を有意義にしていってほしいです。

感謝することを忘れずに！
１月２０日（木）に給食感謝集会を行いました。

１月２４日が「給食記念日」で毎年この時期に行っ
ています。給食を調理してくださる方、配送してく
ださる方、食材をつくってくださる方、献立を立て
てくださる栄養教諭の先生、給食の施設・運営など
を整えてくださる方、そして、みんなが元気にすご
してほしいと思いをこめられている家族など、多く
の方々によって支えられている給食。最近、テレビ
で「日本全体で、毎日、一人がおにぎり（茶碗一杯
分）一個分の食べ物を捨てている」というＣＭを目
にしています。日本全体ではどれだけの量の食べ物
が捨てられているのか、想像もできないほどの量で、
感謝して食べることの大切さを感じます。

さて今
回は、保
健給食委
員会の児
童が「５つの食事のマナー」について紹介した
り、栄養教諭より「給食のつくられる過程」と
「『いただきます・ごちそうさま』の意味」な
どの説明があったりしました。また、児童から
給食に携わる方へ感謝のプレゼントもありまし
た。特に、児童の「食事のマナー」の話では、
「いただきます・ごちそうさま」の意味と合わ
せて、感謝の気持ちをもって食べることの大切

さを伝えていました。給食だけではなく、家庭での食事でも、どのような時でも感謝する
ことを忘れずに、しっかりと食べるようにしていくことを学びました。
《児童の日記より〔集会を通しての感想〕》

○ ４時間目に給食感謝集会があり、長沼明日香先生が「いただきます・ごちそうさ
までした」の意味や調理道具について教えてくれました。特におどろいたのが、ふ
つうの倍もある調理道具を使って給食をつくってくれていたことです。「いただきま
す・ごちそうさま」に感謝の気持をこめて言いたいです。 【６年 黒田花暖さん】

○ 今日、給食感謝集会があり、長沼明日香先生の話を聞きました。その中でも、私
はアレルギーのことが心に残りました。アレルギーのものをぬくとき、同じなべで
料理をしていると思っていたけど、実際は別のなべで料理をしていることを知りま
した。これからもっと感謝の気持ちをもって食べたいです。【６年 甲斐ひかりさん】

たかすの



姿勢に気を付けて！
本年度は超重点指導項目として「対話・あいさつ

・立腰」に取り組んでいます。毎月の全校朝会やふ
だんの授業や活動で子どもたちに意識させています。
２月の全校朝会では、養護教諭の高梨先生より『立

腰』に関して、姿勢に気を付けて立腰することでの
効果などについて話がありました。そして、右記の

詩も紹介されま
した。
日頃から学校

で、家庭でと心
がけるようにし
ていくことが大
切です。ご家庭
でも子どもたち
の姿勢を見ら
れ、声をかけら
れてください。

子どもたちの作品 読んでください！

≪２月・３月の行事予定≫ ※ 今後変更することもありますが、ご了承ください。
【２月】 【３月】
１４日（月） 代表委員会 １日（火） クラブ活動
１５日（火） 新入生保護者説明会 ２日（水） 参観日・学習発表会
１６日（水） 全校漢字テスト 家庭教育学級閉級式

学校運営協議会 ３日（木） 卒業式練習
２１日（月） 教育相談 ４日（金） お別れ遠足
２２日（火） なわとび大会 ８日（火） 全校音楽（卒業式の歌）
２４日（木） 卒業式練習 １０日（木） 卒業式練習
２８日（月） 卒業式練習 １７日（木） 卒業式予行
【学習発表会にむけて】 ２２日（火） 卒業式練習
○ ２月１０日（木）に予定していまし ２３日（水） 大掃除 卒業式前日準備
た学習発表会・ＰＴＡバザーは、学習発表 ２４日（木） 卒業式
会のみ３月２日（水）の参観日に延期（ＰＴ ２５日（金） 修了式
Ａバザーは中止）して実施します。ただ、感 ３０日（水） 離任式
染症の拡大防止のため、観覧者を制限（保護者のみ）させていただきます。ご了承ください。

作
戦
を
信
じ
る
ぞ

５
年

甲
斐

悠
馬

今
日
、
持
久
走
大
会
が

あ
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
作

戦
を
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
最
初
に
１
０
０
％
の

力
を
出
さ
ず
に
、体
力
を
温

存
し
て
最
後
に
思
い
っ
き

り
走
る
と
い
う
作
戦
で
し

た
。「

よ
う
い
、
ド
ン
」の
合
図

と
と
も
に
、
５
・
６
年
生
全

員
が
い
っ
せ
い
に
走
り
だ
し

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
作
戦
通

り
、
最
初
は
ゆ
っ
く
り
走
り

ま
し
た
。
ど
ん
ど
ん
抜
か

れ
て
い
き
ま
し
た
。
ぼ
く

は
、少
し
ず
つ
あ
せ
り
始
め

ま
し
た
。
で
も
、「
自
分
が

決
め
た
作
戦
を
信
じ
る
ぞ
」

と
思
い
、そ
の
ま
ま
走
り
続

け
ま
し
た
。

最
後
の
運
動
場
に
着
き

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
温
存
し

て
い
た
体
力
を
出
し
切
っ
て

思
い
っ
き
り
走
り
ま
し
た
。

３
人
を
抜
き
ま
し
た
。
と
て

も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
と

て
も
い
い
走
り
が
で
き
ま

し
た
。

【
令
和
四
年
一
月
十
四
日

宮
崎
日
日
新
聞

「
若
い
目
」
】

登
校
班
の
注
意
を

６
年

甲
斐

愛
梨

私
は
２
学
期
に
が
ん
ば
ろ
う

と
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
登
校
班
の
時
の
注
意
で

す
。
今
ま
で
に
私
は
、
ワ
イ
ワ
イ

し
ゃ
べ
っ
て
歩
く
下
学
年
に
注

意
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

注
意
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
は

あ
る
け
れ
ど
、「
注
意
し
た
ら

な
ん
て
言
わ
れ
る
か
な
」
な
ど

と
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
し
ま

い
、
そ
の
思
い
に
は
勝
て
ず
、
毎

日
、
注
意
を
せ
ず
に
登
校
し
て

き
た
か
ら
で
す
。

２
年
生
や
４
年
生
な
の
に
、

な
ん
で
注
意
で
き
な
い
ん
だ
ろ

と
考
え
て
み
た
ら
、
最
終
的
に

自
分
で
「
怖
い
な
」
と
思
っ
て
し

ま
っ
た
ら
注
意
で
き
な
く
な
っ

て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
。国

語
で
座
右
の
銘
に
つ
い
て

学
習
し
た
と
き
に
「
失
敗
は
成

功
の
も
と
」
と
い
う
言
葉
を
知

り
ま
し
た
。こ
の
言
葉
を
知
り
、

登
校
中
の
こ
と
に
似
て
い
る
な

と
思
い
ま
し
た
。

３
学
期
は
、
自
分
の
気
持
ち

に
負
け
ず
に
自
分
の
思
い
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
令
和
四
年
一
月
十
八
日

宮
崎
日
日
新
聞
「
若
い
目
」
】

腰
骨
を
立
て
る

菱
木

秀
雄

下
腹
に
力
を
入
れ
て

腰
骨
を
シ
ャ
ン
と
立
て
て
ご
ら
ん

肩
や
胸
に
力
を
入
れ
な
い
で

あ
ご
を
引
き
ま
し
ょ
う

す
ば
ら
し
い
姿
勢
で
す

元
気
な
体
の
も
と
で
す

あ
た
ま
が
す
ん
で
き
ま
す

あ
な
た
の
わ
が
ま
ま
に
克
て
る
姿
勢
で
す

あ
な
た
自
身
を
見
な
お
せ
る
姿
勢
で
す

き
び
し
い
世
の
中
を
の
り
き
る
姿
勢
で
す


